
令和 6年 12月 11日 

 第 9回 病院まつり 「ゆずりは祭」 

     地域愛－創立 120周年“つなぐ”未来へ－ 
 

●本年度のサブテーマは 「つなぐ」です。 

病院まつりは、地域の人々と交流（つながり）の場であり、地域住民に当院の役割や赤十字について理解を

深めていただくとともに、健康への関心を高め、知識の普及等の機会にしていきたいと考えています。また

今年は創立 120周年という記念すべき年であり、これからも目まぐるしく変わる社会環境の中で「人間のい

のちと健康・尊厳」を守り続けていくために、病院と地域、そして過去と未来をつなぐ架け橋になればという思

いで、さまざまな企画を考えました。 

 

●企画概要と開催報告 

１．「赤十字の活動」を身近に、そして親しみやすい病院に 

地域の人々が、健康で長生きするために、栄養チェック、血管年齢・骨密度の測定、スキンケア、ハンドケ

ア、また、医療を身近に感じてもらうために da vinchiのデモンストレーション、ハンドクリーム作り、アロマストー

ン体験などを行いました。その他放射線クイズ、心肺蘇生法など地域の皆様に役立つ内容としました。 

外来駐車場では、消防車の展示、はしご車搭乗・地震体験車の体験をしていただきました。またステージで

はのぞみ保育所の子供たちの踊り、プロによる曲芸ショー、ゴスペルフラ、よさこい、伊勢市消防団による木

遣りなど地域の団体にも参加いただき病院まつりを盛り上げていただきました。また、子供たちには、観光戦

隊イセシマンやめい姫、いせりぃ、ハートラちゃんとのふれあい、ゲーム、塗り絵、ユニフォーム試着など楽し

んでもらうことができました。サンタさんからのお菓子のプレゼントには多くの子供たちが集まりました。ハートラ

ちゃんの風船も大好評でした。 

ドクターヘリの見学は相変わらず人気で抽選には多くの方に並んでいただきました。DMAT・救護班は dERU

を立て、その中で展示をし、災害や救護について考えていただきました。 

今年もスタンプラリーには多くの方々に挑戦していただきました。各ブースへの訪問者が増え、いろいろな体

験していただくことができました。天候にも恵まれ、日頃のご協力や感謝の気持ちを伝える一日となりまし

た。 

 

２．地域（地域住民）の人々、赤十字三施設の連携、ボランティアに支えられて 

病院まつりでは、「地域の方々と創ること」を大切にしています。今年も、三重県角膜・腎臓バンク協会や伊

勢消防署、地域の団体にご協力いただきました。また、日本赤十字社三重県支部からは募金箱設置など

でご協力をいただきました。会場内の募金は、日本赤十字社活動資金として活用させて頂きます。三重県

赤十字血液センターでは、献血への理解を深めていただく展示を行いました。 

 

 

伊勢赤十字病院が地域の皆様に信頼される病院であり続けるために、これからも職員一同、心のこもった

活動を続けていきたいと思っています。 

ご協力ありがとうございました。 





たくさんのご参加ありがとうございました
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